
香美市未来の森づくり委員会の活動について 令和元年度

１ 令和元年度活動報告

①委員会開催：計5回 ②その他部会開催：計12回

③研修：令和元年7月18日（中村技術高等学校及び高知おおとよ製材視察研修）
他

④三井所清典氏講演会：令和2年1月14日（香美市役所301会議室：14人）1月15日
（高知県立林業大学校：約60人）

⑤調査：市産材流通調査 令和元年11月～、現在、市外工務店への調査を実施中 ⑥その他：森づくりイメージについて協議中

2 委員会検討事項に対する取り組み状況及び今後の課題

①香美市産材のブランド化

取り組み状況 航空レーザ測量成果の活用について協議し、成果を活用するためのソフト及び周辺機器が来年度導入される予定。

今後の課題 測量成果を活用した森林ゾーニングの検討。良質材供給、地域産材を使った家づくりシステム等の検討。

②担い手の持続性の確保

取り組み状況 林業事業体の担い手対策事業について協議し、林業事業体の新規雇用者への支援に加え、新規就業者を育成する指導者の支援
を行う新事業が来年度から開始される予定。

今後の課題 製材所、大工の担い手対策、担い手の受け皿となる組織等に係る検討。震災対策としての木材ストックの検討等。

③広報、PR活動による普及展開

取り組み状況 教育・普及PR事業として木のおもちゃプレゼント事業（仮）、こども林業大学校（仮）について協議し、来年度から実施され
る予定。

今後の課題 より効果的なPR活動の検討。

④上記①～③の取り組みによる３年後、１０年後に目指す姿の検討

取り組み状況 部会長を中心として香美市の未来の森づくりに関するイメージ作成を検討。

今後の課題 森づくり構想案（仮）の完成
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